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長野県東筑摩郡筑北村坂北2187番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口 5,002人

男 2,446人

女 2,556人

戸　数 1,891戸

（平成26年12月31日現在）
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用
者
様
へ

消
防
車
両
を
更
新
し
ま
し
た

平
成
27
年筑北

村
消
防
団
出
初
式

　

今
年
の
３
月
を
も
ち
ま
し
て
ア
ナ
ロ

グ
放
送
の
配
信
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を

利
用
し
て
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ
れ
て
い
る

方
は
、
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
お
早
め
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

へ
の
買
い
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
ま
ま
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け
れ

ば
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
を
行
わ
ず
に
い
る
と
、

今
年
４
月
１
日
か
ら
テ
レ
ビ
が
映
ら
な

く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
担
当
か
村
内
の
電
気
店
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課 

企
画
財
政
係

６
６–

２
２
１
１

1
月
11
日
（
日
）
筑
北
村
消
防
団

出
初
式
が
坂
井
小
学
校
体
育
館
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

分
列
行
進
に
お
い
て
は
、「
筑
北

村
ち
び
っ
こ
消
防
団
員
」
も
参
加
し

ま
し
た
。

出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
団
員
数
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章　
　
　
　
　
　
　
　

1
名

永
年
勤
続
功
労
章　
　
　
　

6
名

功
労
章　
　
　
　
　
　
　
　

2
名

努
力
章　
　
　
　
　
　
　
　

2
名

精
績
章　
　
　
　
　
　
　
　

3
名

技
術
章　
　
　
　
　
　
　
　

1
名

精
勤
章　
　
　
　
　
　
　
　

11
名

松
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章　
　
　
　
　
　
　
　

2
名

精
績
章　
　
　
　
　
　
　
　

5
名

精
勤
章　
　
　
　
　
　
　
　

7
名

退
職
者
感
謝
状　
　
　

   　

18
名

筑
北
村
長
表
彰

功
労
章            　
　
　
　

9
名

勤
続
章         　
　
　

   　

8
名

特
別
章           　
　
　

 　

8
名

退
職
者
感
謝
状     　
　

 　

18
名

な
お
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
は

精
績
章
１
名
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
ど
ん
な
に
小
さ
な
火
災

で
も
初
期
段
階
で
消
火
し
、
住
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
で
は
1
月
か
ら
3
月
ま
で

を
新
入
団
員
加
入
促
進
期
間
と
し
、

男
女
を
問
わ
ず
新
入
団
希
望
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
が
お
宅

を
訪
問
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
近
く
の
消
防
団

員
ま
た
は
総
務
課
総
務
係

（
電
話 

６
６
―
２
２
１
１
）

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

今
年
度
、
合
併
特
例
交
付
金
及
び

日
本
消
防
協
会
か
ら
の
寄
贈
に
よ
り

消
防
車
両
２
台
を
更
新
し
、
12
月
22

日
（
月
）、坂
北
総
合
支
所
に
お
い
て
、

本
部
、
坂
井
第
２
分
団
へ
の
車
両
配

置
式
を
行
い
ま
し
た
。

村
長
は
、「
新
車
両
の
性
能
を

十
二
分
に
発
揮
し
て
消
防
活
動
に

あ
た
る
こ
と
、
ま
た
最
近
車
両
事

故
が
増
え
て
い
る
の
で
事
故
等

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。」

と
訓
辞
し
ま
し
た
。

消
防
車
両
の
中
に
は
、
配
備
後
20

年
を
超
え
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
年
次
計
画
を
立
て
て
更
新

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

筑
北
村
長

　
　
　
関
川
芳
男

村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
皆
様
に
は
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
村
長
に
就
任
し
て
２
回
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
村
に
と
っ

て
も
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。

筑
北
村
が
誕
生
し
て
10
年
を
迎
え
、

合
併
し
た
時
か
ら
比
べ
る
と
10
年
で
人

口
は
約
１
，
２
０
０
人
減
り
、
人
口
問

題
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
近
年
の
少

子
化
に
よ
る
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、

適
正
規
模
の
学
校
維
持
や
教
育
環
境
、

教
育
効
果
等
を
考
慮
す
る
中
、
以
前
よ

り
検
討
し
て
き
た
本
城
小
学
校
と
坂
北

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
新
た
に
「
筑

北
小
学
校
」
と
し
て
今
年
４
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

空
き
校
舎
に
な
る
本
城
小
学
校
に
は
、

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
を
誘
致
す

る
予
定
で
あ
り
、
学
校
側
で
は
秋
の
開

校
に
向
け
て
今
年
４
月
よ
り
準
備
を
し
、

３
年
後
に
は
２
４
０
人
規
模
の
学
校
が

誕
生
す
る
計
画
で
す
。

合
併
後
10
年
間
、
総
合
支
所
が
各
地

域
の
行
政
の
拠
点
と
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
７
月
を
目
処
に
本
城
庁
舎
に

教
育
委
員
会
以
外
の
す
べ
て
の
課
が
入

り
、
筑
北
村
役
場
本
庁
と
し
て
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
長
野
自
動
車
道
の
本
城
バ
ス

停
付
近
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
設
置
い
た
だ
く
よ
う
、
県
や
国
へ

の
要
望
活
動
を
さ
ら
に
強
め
て
ま
い
り

ま
す
。

暮
れ
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
き

ま
し
て
は
、
安
倍
内
閣
の
第
３
の
矢
が

注
目
さ
れ
た
選
挙
で
あ
り
、
再
び
自
公

政
権
で
の
中
で
、
地
方
創
生
担
当
大
臣

の
基
で
、
各
省
庁
と
共
に
地
方
を
元
気

づ
け
る
目
的
で
国
は
動
き
始
め
て
お
り
、

当
村
で
も
こ
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
住
民
と
と
も
に
知
恵
を
絞

り
、
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
４
月
に
は
、

本
城
保
育
園
と
坂
北
保
育
園
が
統
合
し

て
「
ひ
ま
わ
り
保
育
園
」
が
誕
生
し
、

児
童
数
が
73
人
に
な
り
、
秋
に
行
わ
れ

た
運
動
会
で
は
、
保
護
者
を
中
心
と
し

た
村
民
の
皆
様
の
声
援
の
中
、
園
児
達

が
今
ま
で
以
上
に
生
き
生
き
と
し
た
姿

を
見
せ
て
く
れ
感
動
を
い
た
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
11
月
に
は
、
本
城
小
学
校

と
坂
北
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、
一
抹
の
寂
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

将
来
に
向
け
て
の
村
の
計
画
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
村
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り

ま
し
た
国
道
４
０
３
号
の
新
矢
越
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
、
平

成
29
年
３
月
完
成
に
向
け
て
進
行
中
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、

県
が
村
内
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
村

の
防
災
計
画
等
に
反
映
し
見
直
し
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

村
財
政
の
面
で
は
、
平
成
25
年
度
決

算
の
結
果
、
黒
字
決
算
と
な
り
、
基
金

の
積
立
も
今
年
度
約
３
億
円
の
貯
金
が

で
き
ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比
率
も

１
．
９
％
改
善
さ
れ
、
９
．
５
％
ま
で

下
が
り
、
更
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

JR
篠
ノ
井
線
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

11
月
に
塩
尻
～
冠
着
駅
ま
で
の
３
市
５

村
で
の
篠
ノ
井
線
松
本
地
域
活
性
化
協

議
会
が
設
立
さ
れ
、
JR
に
対
し
て
強
い

要
望
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

私
は
、「
筑
北
村
は
ひ
と
つ
」
を
目

標
に
住
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
村

づ
く
り
に
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

久
保
田
時
計
電
器
店
６
６–

２
４
５
６

筑
北
電
気
商
会

６
６–

２
２
２
９

加
藤
電
器
店

６
６–

２
４
１
４
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■申告に必要なもの■	
・印鑑
・給与 ･年金等の源泉徴収票、報酬等の支払調書など
・営業 ･農業 ･不動産等の収支内訳書（注：必ず作成してお持ちください）
・各種控除を受けるのに必要な書類（生命保険料・地震保険料・医療費の領収書など）
・申告者本人名義の金融機関の通帳
・税務署から所得税確定申告書が送付されている場合はその申告書
・その他申告に必要な書類

申告受付時間　午前９時～午後４時３０分
月　　　　日 対　象　地　区 会　　場

坂
井
地
域

２月

１６日 （月） 上安坂・中安坂

坂井総合支所　２階　研修室
１７日 （火） 下安坂
１８日 （水） 下永井
１９日 （木） 上永井
２０日 （金） 坂井全地区

本
城
地
域

２月

２３日 （月） 河鹿沢・大沢・立川・乱橋
本城公民館　第２図書室

※本城庁舎改修工事のため会場が昨年と
変更になっています。

２４日 （火） 岩戸・竹之下・田屋
２５日 （水） 八木・伊切・上手山・小仁熊
２６日 （木） 丸山町・西条・聖南町
２７日 （金） 本城全地区

坂
北
地
域

３月

２日 （月） 刈谷沢・別所

坂北総合福祉センター		老人室
３日 （火） 東山・青柳・竹場・仁熊
４日 （水） 昭和町・向原
５日 （木） 中村
６日 （金） 坂北全地区

全
地
域

３月

８日 （日）

村内全地区
坂北総合福祉センター　	老人室

（１０日と１２日は午後７時３０分まで）

９日 （月）
１０日 （火）
１１日 （水）
１２日 （木）
１３日 （金）
１６日 （月）

　平成 26年分の確定申告ならびに平成27年度住民税の申告期間は、2月 16日（月）から3月
16日（月）までです。
　あらかじめ地区ごとに日程を決めましたが、ご都合にあわせお越しください。（「地区別申告相談
の日程について」を参照）
　また、3月 10日（火）・12日（木）は午後7時 30分まで、3月 8日（日）は平日に来られな
い方のために申告相談を実施しますのでご利用ください。
　なお、期間終了間際になりますと大変混雑が予想されますので、早めの申告をお勧めします。

　住民税は、確定申告や住民税の申告あるいは勤務先または年金保険者から筑北村に提出される支
払報告書等に基づき村で税額計算し、税額を通知して納税していただいております。
　確定申告や住民税の申告をされなかったり、あるいは勤務先や年金保険者からの支払い報告書の
提出がない場合には、収入（所得）があったかどうか把握することができないため、適正な課税が
できません。
　また、所得・課税・非課税などの証明書を発行することもできなくなります。
　国民健康保険や介護保険、後期高齢者医療保険の保険税（料）の算定にも、収入（所得）等の把
握が必要となり、申告が無い場合は、正しい保険税（料）の計算ができず保険税（料）が高額にな
る場合がありますので申告はとても大切です。

〇申告が必要な方
・給与収入がある方（パート・アルバイトなどを含む）で、給与以外の収入がある方や２か所以上
の事業所から給与を受けている方、年の途中で就職・退職した方で年末調整をしていない方

・営業等・農業・不動産・一時収入等がある方
・収入がなく、誰の扶養にもなっていない方

〇次の確定申告は松本税務署へ
　・青色申告
　・準確定申告

（平成26・27年中に亡くなった方の申告）
　・過年度の申告（平成25年分以前）
　・分離課税の申告

（土地、建物の売買、株式の売買等）

　・損失・繰越損失
　・住宅借入金等特別控除等に関する申告
　・給与所得者の特定支出控除を受ける申告

■松本税務署の申告相談について
＊　申告相談会場　　松本税務署
＊　時間　午前８時 30 分～午後５時（土・日曜日、祝日は閉庁日です。）
＊　電話相談　（☎３２-２７９０）
松本税務署に電話にをかけると、自動音声案内が流れますので、ご用件の内容に応じて、次の番号をお選びください。

　　　　　・番号「０」確定申告に関する質問及び相談
　　　　　・番号「１」税金に関する質問及び相談
　　　　　・番号「２」税務署からの照会お尋ねに関するお問い合わせ
■申告書の作成について

国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って、
金額等を入力すれば税額などが自動計算され、所得税・消費税の確定申告書、青色申告決算書・収支内
訳書などが作成できる便利なシステムです。作成した申告書等は、印刷して書面で提出できるほか、ｅ-Ｔ
ａｘを利用してインターネットで送信することができます。

ｅ-Ｔａｘで申告を行うと次のようなメリットがあります。
・自宅からネットで申告できます。
・添付書類の提出を省略できます。
・還付金をスピーディーに受け取ることができます。
・24 時間いつでも利用できます。

所得税の確定申告及び村県民税の申告について地区別申告相談の日程について
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11
月
29
日
に
東
京
都
中
央
区
の
銀

座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
ふ
る
さ
と
絆
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
と
の
交
流
会
「
秋

の
筑
北
ふ
る
さ
と
交
流
会
～
新
そ
ば

を
味
わ
い
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
話
を

し
ま
せ
ん
か
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

首
都
圏
在
住
の
絆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
員
と
そ
の
ご
家
族
16
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
参
加
者
の
小
中
学
校
の

卒
業
文
集
や
学
校
記
念
誌
の
ほ
か
、

現
在
の
学
校
や
村
の
様
子
を
写
真
で

展
示
し
、
村
の
旬
な
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
秋
の
筑
北
フ
ル
コ
ー
ス

（
新
そ
ば
、
と
ろ
ろ
ご
は
ん
、
や
し

ょ
う
ま
の
お
吸
い
物
、
天
然
き
の
こ
、

自
家
製
漬
物
、
地
酒
）
を
囲
み
な
が

ら
交
流
し
ま
し
た
。
昔
の
思
い
出
話

や
、
現
在
の
筑
北
村
の
話
題
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

村
か
ら
は
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

の
皆
様
に
も
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、

筑
北
の
お
い
し
い
食
事
の
提
供
や
そ

ば
打
ち
の
実
演
等
で
参
加
者
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

特
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
好
評
だ

っ
た
の
が
マ
イ
ス
タ
ー
自
家
製
の
漬

物
で
、
そ
の
味
わ
い
と
懐
か
し
さ
を

十
分
堪
能
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、

○
地
元
（
筑
北
村
）
の
人
に
逢
え
て

う
れ
し
か
っ
た
。
懐
か
し
さ
が
よ
み

が
え
っ
た
。

○
大
好
き
な
筑
北
村
の
郷
土
料
理
が

う
れ
し
か
っ
た
。
田
舎
に
帰
っ
た
気

分
に
な
っ
た
。

○
今
度
は
若
い
世
代
の
人
た
ち
も
筑

北
村
に
つ
れ
て
行
き
た
い
。

○
ず
っ
と
素
敵
な
筑
北
村
を
残
し
て

ほ
し
い
。

○
す
ば
ら
し
い
筑
北
村
の
魅
力
を
も

っ
と
広
げ
て
ほ
し
い

な
ど
な
ど
ご
感
想
や
激
励
を
い
た
だ

き
大
変
有
意
義
な
交
流
会
が
開
催
で

き
ま
し
た
。

村
で
は
、
ふ
る
さ
と
絆
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
員
と
“
更
な
る
強
い
絆
〟
が

構
築
で
き
る
よ
う
様
々
な
企
画
を
今

後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
も
ふ
る
さ
と
絆
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
方
へ
は
村
の
広
報
誌
や

ふ
る
さ
と
宅
配
便
の
ご
案
内
等
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
離

れ
て
暮
ら
さ
れ
て
い
る
ご
親
戚
や
ご

友
人
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
総
務
課
村
づ
く
り
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
℡
66
‐
２
２
１
１

筑
北
村
ふ
る
さ
と
絆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
と
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

道路に張り出した枝の切り取りのお願い
村道において、隣接する個人宅等や山林から道路上に枝などが張り出していることが見受けら

れます。
生垣等の緑は、生活に潤いを与えてくれる大切なものですが、公の場である道路まで伸びてし

まった枝などは、道幅を狭く感じさせ、通行上の安全を確保するうえで問題があります。
これらが原因となり、車両や歩行者に事故が発生した場合には、所有者が賠償責任を負わなけ

ればならないこともあります。
村では、私有地から道路に張り出した枝や葉は、土地所有者に所有権があるため、倒木などの

緊急時を除き、勝手に切ることができません。

次のような状況が見られる土地の所有者の方は、樹木の伐採、または枝払いをお願いします。
１　道路、歩道へ樹木が張り出している。
２　枯れ木、折れ枝などによる通行への支障がある、またはその恐れがある。
３　竹木の繁茂により通行への支障がある、またはその恐れがある。

問い合わせ先
建設課建設係
電　話　６６－２１１１　ＦＡＸ　６６－３３７０

■年金所得者の確定申告不要制度について
「公的年金等の収入額の合計額が 400 万円以下」かつ「公的年金等に係る雑所得以外の所

得金額が 20 万円以下」である場合には、確定申告をする必要がなくなりましたが、医療費
控除などによる所得税の還付を受ける場合は申告が必要です。ただし、上記に該当する方で
申告をされなかった場合、各種控除（扶養・生命保険・地震保険など）が適用されず、村県
民税等の税額が高くなる場合がありますのでご注意ください。

■復興特別所得税について
確定申告書への復興特別所得税額の記載漏れにご注意ください。
平成 25 年分から平成 49 年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の

申告及び納付をすることとされています。
復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に 2.1％

の税率を掛けて計算した金額です。

■改正消費税法について
平成 26 年４月１日から消費税率が５％（内、地方消費税１％）から８％（内、地方消費

税 1.7％）に変更されました。
このため、平成 26 年分の消費税及び地方消費税の確定申告書を作成するためには、帳簿

等において課税取引を事前に適用税率ごとに区分し、それを基に計算していただく必要があ
ります。
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固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
る
家
屋
（
車
庫
や
倉
庫
等
も
）

を
取
り
壊
し
た
際
は
、
村
税
条
例
施

行
規
則
の
規
定
に
よ
り
、「
家
屋
滅

失
届
出
書
」
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
建
築
物
を
建
築
し
よ
う
と

す
る
時
は
、
そ
の
床
面
積
が
10
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
は
、「
建

築
工
事
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
車
庫
や
、
倉
庫
等
で
あ
っ
て
も
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
総
務
係

電
話
６
６
―
２
２
１
１

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
3
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。お

気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学
習
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
６
６
―
５
８
―
２

３
３
２
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
は

　
　
　

届
出
を
お
忘
れ
な
く

水
道
の
凍
結
予
防
を
し
ま
し
ょ
う

水
道
検
針
へ
の
協
力
の
お
願
い

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

水
道
管
は
寒
さ
に
弱
く
、
冬
期
間

は
凍
結
し
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
外
蛇
口
や
日
頃
あ
ま
り
使

用
し
て
い
な
い
蛇
口
な
ど
は
注
意
が

必
要
で
す
。
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側

の
修
理
は
個
人
負
担
に
な
り
、
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

○
凍
結
防
止
の
た
め
に

保
温
材
や
電
気
の
凍
結
防
止
帯
を

巻
く
と
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
凍
結

防
止
帯
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
差
し
込
ん

で
あ
る
か
、
断
線
し
て
い
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
凍
栓
の
確
認　
　

外
蛇
口
や
あ
ま
り
使
用
し
て
い
な

い
水
道
は
不
凍
栓
を
完
全
に
閉
め
、

蛇
口
を
開
き
、
立
上
り
部
の
水
を
抜

い
て
く
だ
さ
い
。

◆
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

蛇
口
な
ど
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
、
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
な
ど
を
直
接
か
け
な
い
で

く
だ
さ
い
。
破
裂
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。し

ば
ら
く
待
っ
て
い
て
も
水
が
出

な
い
、
ま
た
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
筑
北
村
上

下
水
道
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

冬
は
積
雪
で
メ
ー
タ
ー
の
場
所
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
検

針
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
検
針
が

で
き
る
よ
う
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
上
の
雪
か
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
雪
か
き
が
困
難
な
場
合
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
付
近
に
目
印
を

立
て
る
な
ど
、
場
所
が
わ
か
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。【

建
設
課　

上
下
水
道
係
】

 

～
お
忘
れ
な
く
申
請
を
～　
　

  
 

不
妊
治
療
助
成
事
業
の
ご
案
内   

　
村
で
は
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
ご

夫
婦
の
精
神
的
・
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
不
妊
治
療
に
要
し
た
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
や

今
年
度
中
に
不
妊
治
療
を
受
け
妊
娠
に

つ
な
が
っ
た
場
合
は
、
申
請
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
を
村
が
負
担
い

た
し
ま
す
。

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前

に
左
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

* * * 不 妊 治 療 助 成 事 業 * * *

上限額　　10 万円まで　　

住民福祉課健康づくり係
☎６６－２１１１
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ル
ー
プ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
に
活
動
を
始
め
る
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
周
り
に
自
分
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
こ

と
で
す
。
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
自
分

た
ち
の
想
い
や
活
動
を
地
域
に
ど
う

や
っ
て
伝
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
と

悩
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
11
月
14
日
に
、
小
学

生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
坂
井
公

民
館
で
２
時
間
限
定
の
カ
フ
ェ
を
開

き
ま
し
た
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
わ
い
わ
い
と

話
が
で
き
る
場
で
は
、
メ
ン
バ
ー
も

想
い
を
伝
え
易
く
、
カ
フ
ェ
に
来
た

方
か
ら
も
「
自
分
も
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
出
て
き
ま
し
た
。
気
軽
に
集
ま
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場
所
が
、
活
動

の
輪
を
広
げ
る
場
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
時
々
、
坂
井
公
民
館
で
カ

フ
ェ
を
開
い
て
い
き
ま
す
。
色
々
な

情
報
交
換
が
で
き
る
場
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

滝
沢
麻
理

 

【
始
め
の
一
歩
】 

　

地
域
の
こ
れ
か
ら
や
活
性
化
を
考

え
よ
う
と
本
城
地
域
で
活
動
し
て
い

る
「
で
ん
で
ん
」
で
は
、
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
い
る
中
で
、
地
域
の
人

た
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
つ
く
り
た
い
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
出
し

合
っ
て
交
流
に
つ
な
げ
た
い
、
と
い

う
想
い
か
ら
、
で
ん
で
ん
フ
ェ
ス
タ

を
企
画
し
、
色
々
な
方
の
お
力
を
お

借
り
し
て
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
11
月
１
日
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
雨
で
ブ
ー
ス
の
ほ
と
ん

ど
を
２
階
講
堂
で
行
い
ま
し
た
が
、

マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）
と
し
て
19
ブ
ー

ス
の
出
店
、
バ
ン
ド
や
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
演
奏
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
延
べ

２
０
０
名
を
超
え
る
人
が
来
て
く
だ

さ
り
、
賑
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、１
階
で
は
、募
集
し
た
「
身

近
な
写
真
」
の
展
示
や
、
村
内
の
方

の
作
品
を
集
め
た
作
品
展
（
11
分
野
、

約
50
名
の
作
品
）
を
開
催
し
、
両
階

で
は
お
茶
っ
こ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
演
奏
を
楽
し
ん

だ
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
移
住
さ

れ
た
方
も
結
構
い
る
の
ね
」「
芸
術

家
が
多
い
ん
だ
ね
、知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
小
さ
い
け
れ
ど
大
切
な
発
見

や
出
会
い
を
積
み
重
ね
て
い
か
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

高
橋
桃

 

【
ひ
と
言
欄
】 

　

雪
の
訪
れ
と
と
も
に
「
や
し
ょ
う

ま
」
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
は
「
や

し
ょ
う
ま
」
を
懐
か
し
む
お
客
さ
ん

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
よ
。（
田
中
）

　

今
年
は
種
を
蒔
く
。
ひ
た
す
ら
種

を
蒔
く
。
ミ
レ
ー
の
絵
画
並
み
の
年

で
す
。O

m
Shanti!　

    　
（
坂
井
）

　

寒
く
な
り
ま
し
た
ね
！
こ
の
頃
は

週
３
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
と
く
ら

に
通
っ
て
温
ま
っ
て
い
ま
す
。
温
泉

最
高
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
滝
沢
）

　

寒
い
夜
の
温
か
い
鍋
。
色
々
な
味

で
お
野
菜
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら
れ
て
、

そ
の
後
の
雑
炊
が
ま
た
楽
し
み
で
す
。

（
高
橋
）

　

去
年
、
近
所
の
方
か
ら
教
わ
っ

た
「
干
し
大
根
の
ス
ル
メ
漬
け
」
を
、

今
年
は
５
キ
ロ
漬
け
ま
し
た
。
ご
飯

が
進
み
ま
す
。　
　
　
　
　
（
山
本
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
産
業
課
活
動
報
告
】

 

十
一
月 

●
文
化
祭
に
て
産
業
課
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
発
表
。
●
坂
北
地
域
の

信
州
シ
マ
ダ
フ
ァ
ー
ム
試
食
会
「
雑

穀
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
チ
」
の
企
画
・
広

報
協
力
。
●
東
京
有
明
の
東
京
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
に
て
農
業
専
門
商
談
会

「
ア
グ
ロ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
一

四
」（
来
場
者
数
約
一
万
一
千
人
）

見
学
。
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
社
製
高

性
能
プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用
優
良
事
例

と
し
て
協
力
隊
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
産
品

が
五
点
紹
介
さ
れ
る
。　

●
東
京
の
麻
布
十
番
商
店
街
に
て
長

野
県
主
催
の
物
販
会
「
お
い
し
い
信

州
マ
ル
シ
ェ
」
に
坂
井
地
域
の
加
工

グ
ル
ー
プ
「
味
の
さ
か
い
」
と
共
に

出
張
販
売
。
お
か
き
２
種
類
に
パ
ッ

ケ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
味

噌
完
売
。
●
東
京
銀
座
の
「
銀
座
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」（
長
野
県
東
京
拠
点
）

に
て
「
絆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
員
交

流
会
「
秋
の
筑
北
ふ
る
さ
と
交
流
会

～
新
そ
ば
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
話
を
し
ま
せ
ん
か
？
～
」企
画
・

準
備
・
運
営
協
力
。

 

十
二
月 

●
県
内
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
長
野
経
済

研
究
所
」の
機
関
誌「
経
済
月
報
」（
県

内
経
済
の
動
き
や
経
営
に
関
す
る
課

題
、
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
。
発
行

部
数
約
一
万
部
）
に
て
産
業
課
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。

産
業
課
商
工
観
光
係　
　

田
中
浩
司
・
坂
井
清
香

 

【
ミ
ニ
手
芸
教
室
開
催
】 

坂
北
み
ら
い
宿
で
12
月
５
日
、
可

愛
い
ト
ト
ロ
風
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作

る「
ミ
ニ
手
芸
教
室
」を
開
き
ま
し
た
。

手
芸
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

坂
北
み
ら
い
宿
に
来
て
く
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
猫
の
形
を
し
た
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ポ
プ
リ
、
ト
ト
ロ
風
の
マ

ス
コ
ッ
ト
な
ど
を
教
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。
ご
近
所
の
方
も
作
っ
て
み
た

い
と
の
こ
と
で
、「
せ
っ
か
く
な
ら
、

広
く
募
集
を
か
け
て
み
ん
な
で
お
喋

り
し
な
が
ら
や
り
ま
し
ょ
う
よ
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
ミ
ニ
手
芸
教
室

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
以
前
、
手
芸
の
先
生

を
し
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
色
と

り
ど
り
の
布
や
ハ
ギ
レ
を
袋
い
っ
ぱ

い
持
参
。
好
き
な
色
の
布
選
び
か
ら

始
ま
り
、
型
ど
り
を
し
て
、
チ
ク
チ

ク
と
縫
っ
て
い
き
ま
し
た
。
実
は
こ

の
日
、
参
加
者
は
８
名
の
予
定
で
し

た
が
、
参
加
者
の
お
友
達
が
飛
び
入

り
参
加
す
る
な
ど
、
13
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
時
に
黙
々
と
縫
い
な

が
ら
、
教
え
学
び
合
い
、
交
流
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

３
時
に
は
、
持
ち
寄
っ
た
お
漬
物

や
手
作
り
ケ
ー
キ
で
お
茶
を
し
ま
し

た
。
話
に
花
が
咲
き
、
和
や
か
な
場

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、

「
先
生
、
ま
た
教
え
て
下
さ
い
ね
。

今
後
も
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
。」

と
い
う
声
が
あ
り
、
翌
週
の
金
曜

日
も
引
き
続
き
集
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
次
へ
つ
な
が
る
教
室
に
な

り
、
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

山
本
繭

 

【
坂
井
で
ち
ょ
っ
と
活
動
中
！
】 

　

坂
井
地
域
を
「
10
年
20
年
先
に
も

住
民
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
想
い
で
活

動
し
て
い
る
「
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る

会
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
ご
存
知
で

す
か
？
私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
坂
井
地
域

で
も
ま
だ
ま
だ
そ
の
存
在
は
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
名
前
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
何
を
し
て
い
る
グ
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～副村長、倉下正弘さんに聞いてみました～

＊＊＊＊＊＊私の健康法＊＊＊＊＊＊
Ｑ：健康でいるために実践されていることはありますか。
Ａ：　食事に関しては、好き嫌いなく何でも食べますが、野菜から食べる事とゆっくり食べる事を心掛けて

います。
運動は特にしていませんが、通勤の際はなるべく車の使用をやめ、徒歩に変えました。

きっかけは、数年前の人間ドックで *）内臓脂肪が多いとの指摘を受け、（考えられた原因はデスクワー
ク重点の業務形態変更による活動量の低下と夕食のカロリーオーバー（飲酒＋ご飯））でした）村の保健
師よりアドバイスをもらい、自分でできそうな目標を立て、このような生活を始めてみました。高い目
標ではなくちょっと頑張れる位の目標設定にしました。そして今年の人間ドックではなんと *）内臓脂肪

が減り、腹囲も３㎝減って基準内（男性の基準は８５ｃｍ）になりました。結果が出た事が嬉しくて、
今も続けています。　　　　　　　　　　　　　 　*）…内臓脂肪について次のページに説明があります	
始業前に全職員でしているサンサン体操は体も温まり、とても体が軽くなったような気がします。家

庭で簡単にできますし、冬場には特にお勧めですね。
あとは、当たり前のことですが、帰宅時は必ず手洗いうがいをし、インフルエンザの予防接種も受け、

予防対策もしています。

それと歯医者に通っています。メディアなどで歯周病と全身疾患の因果関係を耳にし、歯科検診を受け
ようと思ったのがきっかけでした。磨き方の指導を受け、今までとは全く違った磨き方に驚き、歯磨き
の大切さを実感し、歯磨きに時間をかけるようになりました。
その効果として弱っていた歯茎がしっかりしてきました。

今の楽しみは、村の資源をどう活かすか考え、行動に移してみることです。
カラマツの落ち葉をよく干し、枕にしてみましたが匂いがきつく・・・家族にも不評でした。
数年前には山の木を切り出して、トラクターの車庫を近所の方々のアドバイスもいただきながら作っ

たりもしました。失敗に終わった事も多いですが、楽しみながらいろいろ挑戦しています。

比較的丈夫な体を親からもらったと感じていますが、年を重ねるにつれて体力の低下は避けられない
ので自分の楽しみを活かしながら体を動かすようにしています。
でも目に見えない体の状態は健診を受けなければわからないのでこれからも健康診断は必ず受け、状

態を確認しながら好きなことを続けられるよう過ごしていきたいです。

住民のみなさんにも是非村での健康診断や人間ドック等を利用し、ご自分の体をチェックしていただ
きたいですね。

～（昔はできた ?!）懸垂ができるようにと筋トレも試み始め、夜は日本酒や焼酎等晩酌をゆっくり楽しみ、
　	10時頃には床に就くという申年生まれの58歳。副村長、倉下正弘さんのお話でした	～

（インタビュー：住民福祉課	健康づくり係）

毎朝５時半に起き、畑の確認をしながら外気に触れるのが日課で、
朝ごはんは毎朝必ず“納豆”。そんな副村長、倉下さんは、数年前から
お腹周りが気になっていたということですが、今年の健康診断の結果で
は基準内になったそうです !!! どのようなことをされたのでしょうか？

自分のからだは自分で守ろう！！
～生活習慣病の予防に健診を受けましょう～

腹壁肝臓

門脈

おなか側

内臓脂肪

背中側
内臓脂肪

消化管

内臓脂肪

腸管腸管

健康
ほっと情報

健康診断では、平成 20年から腹囲測定をするようになりましたね。
男性では 85cm、女性では 90cm以上だと、この内臓脂肪が余分にあるだろうと予測します。
その内臓脂肪の影響で血圧が130/85 以上・空腹時血糖が100以上・中性脂肪が150以上のような状況を、
内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）といいます。

血圧を上げやすくする 中性脂肪の合成を活発にする
HDL合成が低下する

血栓を作りやすくする
血管の修復を妨げる

インスリンの働きを
邪魔する

内
臓
脂
肪
と
は
何
も
の
??

内臓脂肪が多ければ多いほど、そこから出る悪い物質が増えて、糖尿病などがどんどんひどくなり薬が
増えていく結果となります。健診後には保健師や栄養士とどうやって内臓脂肪を減らしていけるかを皆さ
んとできることを探しています。

この内臓脂肪の細胞から出る物質に、非常に影響を受けます
高脂血症

脳梗塞・
動脈硬化糖尿病

高血圧

　冬期は空気が乾燥し湿度が下がるため、ウイルス中の水分が蒸発して比重が軽くなり空気中にウイルスが浮遊
しやすくなります。そのため、ウイルスは湿度の高い口腔や鼻腔の粘膜などの湿度の高いところに付着します。
冬期以外は大気や皮膚表面の湿度も保たれているためウイルスは体内まで侵入することはありません。
　しかし冬期は湿度が低いため、粘膜が乾燥で傷つきやすく、その亀裂からウイルスが体内に侵入しやすくなる
と考えられています。
　また、冬期は気温が下がることで体温も下がりやすくなります。低体温になると免疫力が下がり病気に抵抗す
るリンパ球のエネルギー生産自体も下がってしまいます。
このような条件がそろって、冬期はインフルエンザや感染性胃腸炎などたくさんの感染症がはやることとなります。

【予防】
＊外出後は手洗い、うがいの励行。
＊乳幼児は特に、人混みへはなるべく連れて行かない。
＊体を冷やさないようにする。（衣服の調整、室温の設定等）
＊予防接種を受ける。

【広めないために】
＊感染症にかかったら外出は避ける。（完全に治るまで無理は禁物です！）
＊マスクの使用。
＊看病する人は室内用のエプロンを用意し、マスク等を使用する。
＊とっさの咳やくしゃみの時は、袖や上着の内側でおおいましょう。（咳エチケット）

感染症が流行しやすい時期です!!
～予防できること、広めないこと～

♪すこやか子育てだより♪

困ったこと、不安に思うことは、住民福祉課健康づくり係（☎66－2111）までご相談くださいね。

かからないように予防し、かかってしまったら人にうつさないようにしましょう！！
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国民年金付加年金制度のお知らせ

国民年金付加年金制度とは

付加保険料の納め方

付加保険料の納める際の留意点

口座振替による前納はもっとお得です

お手続き

国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々 400 円）を納めると老齢基礎年金に付
加年金が上乗せされます。
付加年金の年金額は、200 円×付加保険料納付月数となります。

付加保険料は申出した月分からお支払いしていただくことになります
●	月々の保険料を納付書で納める場合
	 後日送付される付加保険料込みの納付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストア
等で納めてください。

●	国民年金保険料を前納で納付済みの場合
	 後日送付される付加保険料の納付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストア等で
納めてください。

●	月々の保険料を口座振替（クレジット）で納める場合
	 ご指定の口座から、付加保険料込みの金額が引き落としされます。
	 ただし、金融機関等への手続きの関係で、申出後 1か月から 2か月は付加保険料の納
付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストア等で納めていただく場合もございます。

●	付加保険料は当該月の翌月末（納期限）までに必ず納めてください。
●	付加保険料を翌月末までに納められなかった場合、当該月から付加保険料を納めるこ
とができなくなります。

	 ※再度、付加保険料の納付を希望される場合は、改めて申出が必要となります。
	 ※納付できなくなった付加保険料は払い戻しさせていただきますのでご了承ください。払い戻

しの手続きに関しては改めてご案内します。
●	月末が土曜日、日曜日、休日等にあたる場合及び年末の納期限は、翌月最初の金融機
関等の営業日となります。

●	一般保険料と同時に付加保険料もまとめて前払い（前納）すると割引があります

届出用紙に必要事項を記入し、市（区）役所、町村役場、または年金事務所にご提出ください。

月々支払 現金支払前納 口座振替前納

6 か 月 分 2,400 円 2,380 円（△ 20 円） 2,370 円（△ 30 円）

1 年 分 4,800 円 4,710 円（△ 90 円） 4,700 円（△ 100 円）

お問い合わせ先：松本年金事務所　国民年金課
☎ 0263-32-5821

　

長
野
県
神
城
断
層
地
震
の                                  

　

ニ
ュ
ー
ス
速
報
に
お
け
る                              

　

震
度
発
表
に
関
す
る 

お
詫
び              

11
月
22
日
に
発
生
し
た
長
野
県
神

城
断
層
地
震
の
際
、
筑
北
村
の
震
度

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
で
「
震
度
計

が
点
検
中　

情
報
入
っ
て
い
な
い
が

震
度
５
弱
の
揺
れ
と
推
定
」
と
の

ニ
ュ
ー
ス
速
報
が
流
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
城
庁
舎
の
改
修
工
事

に
伴
い
、
関
係
機
関
と
調
整
の
上
、

本
城
庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
震
度

計
を
停
止
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

皆
さ
ま
に
、
多
大
な
ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合         

 

か
ら
平
成
２
７
年
度
職
員
募
集
に         

 

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

■
募
集
す
る
職
種
及
び
人
数

介
護
職
員　

若
干
名

■
採
用
区
分
及
び
受
験
資
格

○
介
護
職
員
（
嘱
託
員
）

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
以
上
の

研
修
修
了
者
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
の
有
資
格
者

 
無
線
ロ
ボ
ッ
ト　
　
　
　
　
　

  　

 
観
測
施
設
跡
地
調
査
結
果
に
つ
い
て  

昭
和
30
年
代
に
気
象
庁
で
は
四
阿

屋
山
に
無
線
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
雨
量

観
測
所
を
設
置
し
、
昭
和
54
年
に
廃

止
し
ま
し
た
。

当
時
、
観
測
機
器
及
び
無
線
装
置

の
電
源
と
し
て
空
気
湿
電
池
を
使
用

し
、
そ
の
電
池
が
そ
の
ま
ま
放
棄
さ

れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
全
国
の
観

測
地
を
調
査
し
た
結
果
、
四
阿
屋
山

に
も
放
置
さ
れ
た
空
気
湿
電
池
７
個

が
発
見
さ
れ
、
昨
年
５
月
に
撤
去
し

ま
し
た
。

電
池
の
電
極
に
は
腐
食
を
防
止
す

る
た
め
水
銀
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

水
銀
は
土
壌
汚
染
対
策
法
の
特
定
有

害
物
質
で
あ
る
た
め
、
投
棄
さ
れ
て

い
た
場
所
の
直
下
と
そ
の
周
辺
の
計

２
か
所
で
深
さ
50
㎝
ま
で
の
土
壌
を

採
取
し
、
水
銀
及
び
ア
ル
キ
ル
水
銀

の
溶
出
量
及
び
水
銀
の
土
壌
含
有
量

を
測
定
し
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
は
、

土
壌
中
か
ら
は
土
壌
汚
染
対
策
法
の

基
準
を
超
え
た
水
銀
等
は
検
出
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
、
水
銀
に
よ
る
土
壌

汚
染
は
な
い
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
に
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。

 

行
政
書
士
無
料
相
談
会
に
つ
い
て  

長
野
県
行
政
書
士
会
及
び
同
松
本

支
部
で
は
、「
行
政
書
士
記
念
日
」

の
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
面
接

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
日
時

平
成
27
年
２
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所

■
安
曇
野
会
場

安
曇
野
市
豊
科
交
流
セ
ン
タ
ー

き
ぼ
う　

学
習
室
１

・
住
所

安
曇
野
市
豊
科
５
６
０
９
‐
３

・
電
話

０
２
６
３
‐
７
１
‐
４
０
３
３

■
松
本
会
場

松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
第
２
会
議
室

・
住
所松

本
市
中
央
４
丁
目
７
‐
26

・
電
話

０
２
６
３
‐
３
５
‐
６
２
８
６

問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
行
政
書
士
会
松
本
支
部

☎
０
２
６
３
‐
３
３
‐
７
１
６
６

・
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
方

■
勤
務
場
所

塩
尻
市
、
松
本
市
、
東
筑
摩
郡
、

木
曽
郡
に
あ
る
組
合
施
設

■
雇
用
期
間　

嘱
託
員
は
１
年

（
状
況
に
応
じ
て
更
新
し
ま
す
）

■
試
験
日　

平
成
27
年
２
月
４
日（
水
）

■
申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

１
月
７
日（
水
）～
１
月
30
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
に
本
人
が
直
接

事
務
局
又
は
お
近
く
の
施
設
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、
施
設

又
は
事
務
局
に
備
え
付
け
の
も
の

又
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（U
RL

） http://aoihato.com
/

■
問
い
合
わ
せ
先

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

事
務
局　

☎
０
２
６
３
‐
５
３
‐
５
０
０
０
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防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。
試 験 種 目 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 日

幹部候補生

一般・技術 男・女
22 歳以上 26 歳未満の者

（20 歳以上 22 歳未満の者は
大卒（見込含）、修士課程修
了者等（見込含）は 28 歳未満）

2 月 1 日～ 4 月 25 日

1 次：5 月 10・11 日
（11 日は飛行要員のみ）
2 次：6 月 10 ～ 13 日
3 次：7 月上旬～ 8 月上旬

歯科・薬剤 男・女
専門の大卒（見込含）20 歳
以 上 30 歳（ 薬 剤 は 28 歳 ）
未満の者

2 月 1 日～ 4 月 25 日
1 次：5 月 10 日

（11 日は飛行要員のみ）
2 次：6 月 10 日～ 13 日

予備自衛官補

一　般 男・女 18 歳以上 34 歳未満

1 月 8 日～ 4 月 2 日 4 月 11 日～ 15 日のうち指
定されるいずれか 1 日技　術 男・女

18 歳以上で国家免許資格等
を有する者

（資格により 53 歳未満～ 55
歳未満の者）

防  衛
大学校
学　生

一　般
（後期） 男・女

高卒（見込含）21 歳未満の
者
　（自衛官は 23 歳未満）

1 月 21 日～ 1 月 30 日 1 次：2 月 28 日
2 次：3 月 13 日

平成 26 年度 自衛官等募集案内

お問合せ先：自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
　　　　　　松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル１Ｆ　電話：0263-36-2787

○開催日時	

　平成27年2月6日（金）午後1時30分～4時（受付 午後1時～）　

○場　　所　　ホテルブエナビスタ	3階グランデ（松本市本庄1－2－1）

○対　　象　　一般求職者及び大学・短大・専修学校等平成27年3月卒業予定者
（概ね3年以内既卒者を含む）

○持 ち 物　	　筆記用具、雇用保険受給資格者証（受給中の方）

○そ の 他　　	事前予約不要、参加費無料

◇問い合わせ先　　ハローワーク松本（松本公共職業安定所）企画部門

電話0263－27－0111　（部門コード	43♯）

仕事をお探しの皆さまへ ハローワークからのお知らせ
『松本地区合同就職面接会』の開催

16
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第19号

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
は
身
近
で
起
き
た
自
然
災
害

の
多
か
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
く
、

今
年
こ
そ
は
安
定
し
た
平
穏
な
年
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
思
い
で
新
年

を
迎
え
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

筑
北
村
農
業
委
員
会
も
昨
年
11
月

第
４
期
の
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
引
き

続
き
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

と
も
ど
も
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
心
休
ま
る
自
然
豊
か
な
村

の
環
境
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
活
動
で
、
伝
統
や
文
化
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
強
い
か
ら
こ
そ
維
持
し
継

承
で
き
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
過
疎
化
や
農
業
者
の
高

齢
化
に
よ
り
遊
休
農
地
や
荒
廃
農
地
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
最
近
で
は
、

村
内
の
平
地
で
も
遊
休
農
地
が
目
に
つ

く
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
も
、
今
日
ま
で
培
わ
れ

て
き
た
水
田
や
畑
を
、
こ
れ
ま
で
の
様

に
豊
か
な
ま
ま
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
が
、
農
業
後
継
者
や
担
い
手
が
少

な
い
な
か
で
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
は
県
農
業
開

発
公
社
の
仲
介
で
松
本
市
の
企
業
に
農

地
５
ha
を
借
り
受
け
て
い
た
だ
き
、
水

田
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
耕
作
い
た
だ
け
る
、
ま
た
、
拡

大
し
て
も
よ
い
と
の
話
で
す
の
で
、
昨

年
度
の
農
地
周
辺
を
中
心
に
経
営
拡
大

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
受
け
手
が
見
つ
か
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
地
域
で
の
解
決
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
村
が
進
め
て
い
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
話
合
い
を
進
め
、

地
域
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
県
機
関
と
し
て
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
し
、
農
地
の
貸
借
の
仲

介
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
地
域
や
農
家

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
農
業
委
員
に
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
農
業
委
員
会
の
事
業
と
し

て
、
山
林
、
原
野
化
し
た
農
地
の
非
農

地
化
へ
向
け
た
調
査
を
26
年
度
に
開
始

し
ま
し
た
。
山
林
、
原
野
化
し
た
農
地

は
村
内
に
多
く
あ
り
ま
す
の
で
５
年
間

の
予
定
で
実
施
し
、
守
る
べ
き
農
地
に

影
響
を
与
え
な
い
場
所
は
農
地
か
ら
除

外
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
も
新
し
い
年
を

全
員
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
が
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
と
っ
て
、
地
域
に
と
っ
て
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

筑
北
村
農
業
委
員
会
　
会
長
　
市
川
　
修
　

新しい農業者年金制度は安心して頼れる魅力ある制度です。
　☆メリット１　農地を持たない農業者や家族農業従事者も加入できます
　☆メリット２　積み立て方式で安定した財政運営を行います
　☆メリット３　保険料の額は自由に決められます
　☆メリット４　80歳までの保証が付いた終身年金です
　☆メリット５　公的年金ならではの税制上の優遇措置があります
　☆メリット６　農業の担い手には、国庫補助の政策支援があります

詳しくは、地区の農業委員、または農業委員会事務局へ

農
地
利
用
状
況
調
査

再
生
困
難

農
委
で
の

非
農
地
判
断

所
有
者
へ

通
知

所
有
者
が

法
務
局
に
て

登
記
簿
の

地
目
変
更

利
用
意
向

調
査

所
有
者
で
の

耕
作
、貸
付
け

て
の
耕
作

再
生
可
能

第
四
期　

農
業
委
員
会

ス
タ
ー
ト

山
林
・
原
野
化
し
た

農
地
の
見
直
し
を
進
め
ま
す

筑
北
村
第
4
期
農
業
委
員
会
が
発

足
し
ま
し
た
。

10
月
に
行
わ
れ
た
農
業
委
員
一
般

選
挙
で
当
選
さ
れ
た
9
名
の
委
員
と

村
議
会
及
び
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協

か
ら
推
薦
さ
れ
た
5
名
の
方
、
計
14 

名
で
、
農
地
の
有
効
活
用
や
農
業
に

関
す
る
諸
課
題
に
取
組
み
ま
す
。

村
内
に
は
以
前
は
農
地
で
あ
っ
た

も
の
の
、
現
在
は
山
林
や
原
野
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
農
地
が
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
地
は
本
来
で
す

と
農
地
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
法
律

の
改
正
に
よ
り
「
農
地
と
し
て
再
生

困
難
な
土
地
」
は
、
農
業
委
員
会
が

「
非
農
地
」
と
判
断
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

村
内
で
は
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
傾
斜
地
ま
で
桑
畑
を
広

げ
、
養
蚕
を
辞
め
た
後
は
手
を
入
れ

ず
原
野
化
し
た
農
地
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢

化
や
過
疎
化
に
よ
り
、
長
年
耕
作
さ

れ
ず
荒
れ
た
農
地
も
あ
り
ま
す
。

調
査
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
農

地
利
用
状
況
調
査
に
併
せ
て
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
農
地
が
数

多
く
あ
り
単
年
度
の
事
業
で
は
終
わ

ら
な
い
た
め
数
年
間
に
わ
た
っ
て
実

施
し
ま
す
。

事
業
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
所
有
者
が
農
地
と
し
て
希
望
す

る
場
合
は
、
今
後
の
利
用
意
向
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
農
地
所
有

者
か
ら
非
農
地
判
定
の
依
頼
が
あ
っ

て
も
、
農
地
と
判
定
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

委
員
会
の
体
制
は
11
月
7
日
に
開

催
さ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

会
長　
　
　
　
　
　

市
川　

修

会
長
代
理　
　
　
　

小
川
原　

英
雄

農
地
部
会
長　
　
　

鎌
田　

義
春

農
業
振
興
部
会
長　

丸
山　

喜
美
雄

氏　

名

担
当
地
区

本城地域

山
岸
寿
江

東
条
１

山
本
芳
正

東
条
２

市
川　

修

乱
橋
・
上
手
山
・
八
木

宮
川
孝
子

小
仁
熊
・
丸
山
町

升
田
博
之

西
条
・
聖
南
町

坂北地域

宮
入
政
子

刈
谷
沢
・
七
つ
松

丸
山
喜
美
雄
東
山
・
中
村

飯
島
泰
徳

青
柳
・
昭
和
町

鎌
田
義
春

向
原
・
別
所

久
保
田
春
彦
仁
熊
・
竹
場

坂井地域

左
澤
英
孝

上
安
坂
・
中
安
坂

宮
下
敏
和

安
坂
・
下
安
坂

吉
池
し
ず
江
下
永
井

小
川
原
英
雄
上
永
井
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新
年
の
あ
い
さ
つ 

筑
北
村
議
会
議
長
　
前
山　

健
治　
　

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
27
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
更

な
る
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
御
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
日
頃
よ
り
議

会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
筑
北
村
が
誕
生
し
、

早
い
も
の
で
9
年
が
経
過
し
、
10
年

目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
国
全
体
と
し
て

は
、
台
風
の
被
害
、
県
内
に
お
い
て

は
当
郡
と
同
じ
中
信
地
域
内
の
南
木

曽
町
の
豪
雨
災
害
、
木
曽
町
、
王
滝

村
で
の
御
嶽
山
の
噴
火
災
害
、
11
月

22
日
に
は
、
長
野
県
北
部
地
震
に
よ

る
白
馬
村
、
小
谷
村
な
ど
多
く
の
町

村
が
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

幸
い
当
村
に
お
い
て
は
大
き
な
災
害

も
な
く
、
大
過
な
く
過
ご
せ
た
一
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
10
月
29
日
・
30
日
・
31
日
に
行
っ

た
議
会
報
告
及
び
懇
談
会
に
は
多
数

の
要
望
及
び
提
言
を
頂
き
、
こ
れ
か

ら
の
議
員
活
動
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

当
村
に
お
い
て
は
、
急
激
に
進
む

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
産
業
の
振

興
等
大
き
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
保
育
園
及
び
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
も
筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園
が
昨

年
４
月
よ
り
発
足
し
、
小
学
校
に
お

い
て
は
、
今
年
の
4
月
よ
り
本
城

小
・
坂
北
小
が
筑
北
小
学
校
と
し
て

発
足
し
ま
す
。
更
な
る
保
育
園
・
学

校
の
統
合
に
向
け
、
議
員
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
責
務
の
重
要
性
は
益
々

増
大
し
て
い
ま
す
。
先
行
き
の
見
え

な
い
経
済
情
勢
を
は
じ
め
、
変
革
の

時
代
を
迎
え
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
住
み
良
い
村
と
し
て
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
・

区
長
会
・
各
団
体
や
村
民
の
皆
様
と

が
共
に
汗
を
流
し
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
本
気
で
一
丸
と
な
っ
て
村
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま

す
。
筑
北
村
行
政
改
革
大
綱
集
中
プ

ラ
ン
を
更
に
具
体
化
し
、
徹
底
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し
、
5
千
人
を
割

ら
な
い
人
口
維
持
対
策
等
、
諸
事
業

の
推
進
が
住
民
を
代
表
す
る
議
員
の

役
目
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
向
け
て
の
動
き
で

す
が
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
も
終
え
、

安
倍
政
権
に
よ
り
、
国
の
予
算
編
成

も
新
年
早
々
か
ら
本
格
化
す
る
と
思

い
ま
す
。
筑
北
地
域
の
悲
願
で
あ
っ

た
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て

も
28
年
度
中
の
完
成
に
向
け
て
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
い

開
通
に
向
け
、
議
会
と
し
て
も
行
政

と
協
力
し
、
国
・
県
に
強
く
要
望
を

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

若
い
人
た
ち
の
定
住
産
業
の
振
興
、

商
工
業
の
振
興
に
期
待
さ
れ
ま
す
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
実
現

に
も
明
る
い
見
通
し
が
着
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
国
道
１
４
３
号
の
青
木
ト

ン
ネ
ル
の
見
通
し
、
JR
篠
ノ
井
線
の

複
線
化
の
実
現
等
、
今
後
も
議
会
議

員
全
員
で
中
央
要
望
等
を
実
施
し
、

国
が
推
進
す
る
地
方
活
性
化
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
筑
北
村
が
発
足
し

10
年
の
節
目
の
年
で
す
。
し
っ
か
り

と
し
た
信
念
を
持
ち
、
社
会
を
正
し

く
見
つ
め
、
議
会
の
一
層
の
活
性
化

に
取
り
組
み
、
議
論
を
深
め
、
議
決

機
関
と
し
て
議
会
の
責
務
を
着
実
に

来
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
厳

し
い
生
活
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
筑
北
村
に

繁
栄
を
も
た
ら
す
素
晴
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
つ
つ
、
今

後
と
も
議
会
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
会

議
員
を
代
表
し
て
の
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

10
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
の
３
日

間
、
各
地
域
１
回
の
計
３
会
場
で
、

議
員
全
員
12
名
出
席
し
て
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
議
会
か
ら
の
報
告
と
し

て
、
平
成
25
年
度
の
筑
北
村
の
会
計

決
算
報
告
、
８
月
に
実
施
し
た
福
島

県
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
先

進
地
視
察
報
告
の
２
件
と
し
、
そ
の

後
議
会
へ
の
要
望
・
提
言
を
伺
い
ま

し
た
。
３
地
域
全
体
で
40
名
の
出
席

が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
多

く
の
貴
重
な
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
本
城
地
域

○　

筑
北
小
学
校
へ
の
バ
ス
通
学
方

法
・
乗
換
・
乗
車
場
所
に
つ
い
て
。

○　

筑
北
小
学
校
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の

統
一
へ
の
要
望
。

○　

坂
井
小
を
含
め
て
の
統
合
、
中

学
校
の
統
合
へ
の
考
え
方
は
？

○　

坂
井
小
を
、
筑
北
小
の
分
校
化

○　

一
般
質
問
に
対
す
る
行
政
側
答

弁
の
遂
行
確
認
の
実
施
。

○　

議
会
・
行
政
・
理
事
者
其
々
の
立

場
で
役
割
を
全
う
し
て
欲
し
い
。

○　

墓
地
等
の
松
枯
木
処
理
は
、
ク

レ
ー
ン
等
機
械
の
使
用
と
な
り

個
人
対
応
が
困
難
な
の
で
、
行

政
の
対
応
を
望
む
。

坂
北
地
域　

○　

議
会
に
て
、
質
問
も
鋭
く
、
行

政
側
も
緊
張
感
を
持
ち
対
応
し

て
い
る
。
今
後
も
自
分
の
考
え

を
持
っ
た
質
問
を
続
け
て
欲
し

い
。

○　

決
算
説
明
に
お
い
て
、
他
村
の

資
料
が
あ
れ
ば
、
よ
り
理
解
し

易
い
の
で
今
後
改
善
を
願
う
。

○　

懇
談
会
は
、
非
常
に
よ
い
機
会

だ
が
、
参
加
者
が
少
数
で
あ
る
。

要
因
を
分
析
し
、
改
善
を
願
う
。

○　

定
例
議
会
を
、
傍
聴
・
視
聴
出

来
な
い
住
民
も
い
る
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、
夜
も
視

聴
可
能
に
し
て
欲
し
い
。

○　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
に
つ
い
て
、

９
月
の
一
般
質
問
で
、
行
政

側
が
不
十
分
な
回
答
で
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
話
も
あ
り
、
疑

問
を
持
つ
住
民
も
い
る
。
議
会

で
充
分
検
討
し
判
断
し
て
欲
し

い
。

坂
井
地
域　

○　

本
庁
方
式
へ
の
改
修
工
事
は
、

一
番
有
利
な
起
債
で
実
施
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
。

○　

学
校
統
合
に
つ
い
て
、
９
月
の

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
が
、
前

回
の
村
の
説
明
よ
り
ト
ー
ン
ダ

ウ
ン
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
坂

井
小
と
麻
績
小
と
の
統
合
を
望

む
が
議
会
は
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

○　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
に
つ
い

て
、
当
選
し
た
同
じ
地
区
か
ら

推
薦
者
を
出
す
の
は
不
自
然
で

あ
る
。
次
回
は
十
分
考
慮
願
い

た
い
。

○　

サ
ッ
カ
ー
場
等
公
共
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
麻
績
村
と
調
整
し

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○　

高
齢
化
で
荒
廃
農
地
が
問
題
で

あ
る
。
隣
接
農
家
か
ら
の
苦
情

等
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
か
。

行
政
へ
の
意
見
・
要
望
22
項
目
に

つ
い
て
は
、
12
月
12
日
に
正
・
副
議

長
が
村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

議
員
一
同
、
住
民
の
ご
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
議
員
活
動
に
繋
げ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て

鋭
意
努
力
し
ま
す
。

懇
談
会
開
催
に
あ
た
り
多
く
の
村

民
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

（
全
て
の
ご
意
見
を
、
記
載
で
き

な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。）

副
議
長　
　

小
山
正
博

　
　
村
民
と
議
会
議
員
と
の
　
　

　
　
　
　   

懇
談
会
の
開
催
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議
決
さ
れ
た
議
案 

◆
筑
北
村
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
◆
筑
北
村
こ
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◆
筑
北
村
高
齢
者
共
同
住
宅
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◆
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇
平
成
26
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
補

正
予
算
ほ
か
特
別
会
計
補
正
予
算

７
件

 

陳　

情 

○
戦
没
者
御
遺
骨
帰
還
に
関
す
る
法

律
制
定
に
賛
成
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
議
会
12
月
定
例
会
が

12
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
の
７
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
第
６
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

議
決
さ
れ
た
議
案 

◆
筑
北
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◆
筑
北
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◇
平
成
26
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
補

正
予
算
ほ
か
特
別
会
計
補
正
予
算

６
件

○
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実

現
と
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て

○
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め

る
陳
情
に
つ
い
て

　

発　

議

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実

現
と
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求

め
る
意
見
書

●
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め

る
意
見
書

議
会
第
６
回
臨
時
会

 

議
会
12
月
定
例
会

議 　 会 　 日 　 誌

11月
4日

12・13日
21日
28日

東筑摩郡議会議長会県要望、県議会陳情
全国町村議会議長全国大会
筑北保健衛生施設組合定例議会
第６回議会臨時会

12月
12～18日 12月定例会

10月
21日
24日
28日
16日
29日

穂高広域施設組合議会全員協議会
安曇野松筑広域環境施設組合議会
長野県町村議会議長会定期総会
真田新田線改良期成同盟会
サッカー場視察

が
検
討
さ
れ
た
結
果
、
開
校
１
２
５
年

に
ち
な
み
、
１
２
５
人
に
よ
る
ト
ー
チ

リ
レ
ー
、
１
２
５
個
の
く
す
玉
割
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
く
す
玉
の
多
く
を
手

作
り
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
多

く
の
地
域
の
方
も
参
加
し
て
行
わ
れ

た
本
城
小
の
歴
史
○
×
ク
イ
ズ
、
ラ
ン

ナ
ー
一
人
一
人
の
本
城
小
の
思
い
出
が

紹
介
さ
れ
た
ト
ー
チ
リ
レ
ー
、
校
章
を

か
た
ど
っ
た
写
真
に
よ
る
壁
画
、
校
章

入
り
の
お
や
き
、
そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
１
２
５
個
の
く
す
玉
割
り
で

す
。
歓
声
の
沸
き
上
が
る
中
、
無
事
閉

校
記
念
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。第一部　3 年生　本城音頭の紹介

今
年
度
を
も
っ
て
、
長
い
歴
史
を
持

つ
本
城
小
学
校
、
坂
北
小
学
校
は
閉
校

し
ま
す
。
共
に
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
生
活
を
支
え
て

き
ま
し
た
。
学
校
に
は
そ
こ
で
生
活
し

た
人
々
が
作
り
上
げ
て
き
た
伝
統
・
文

化
が
あ
り
ま
す
。

閉
校
記
念
式
典
は
、
さ
み
し
さ
、
感

謝
、
未
来
に
向
け
て
の
希
望
等
様
々
な

思
い
を
込
め
て
、
11
月
13
日
（
木
）
2
校

同
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
児
童
が
学
校
へ
の
感
謝

の
思
い
を
劇
や
呼
び
か
け
で
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
開
校
し
て
か
ら
の
学
校
や

地
域
の
出
来
事
も
紹
介
し
ま
し
た
。
第

二
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
実
行
委
員

会
が
立
ち
上
が
り
、
閉
校
の
記
念
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
本
城
小
学
校
】

地
域
の
有
志
を
中
心
に
閉
校
を
惜
し

む
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
実
行
委

員
会
で
の
話
し
合
い
で
い
く
つ
も
の
案

【
坂
北
小
学
校
】

坂
北
小
学
校
に
在
籍
さ
れ
、
声
楽
家

で
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
実
績

を
残
し
、
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

稲
葉
美
和
子
さ
ん
と
妹
で
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
塚
田
弘
子
さ
ん
を
迎
え
、
記
念
演
奏

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
稲
葉
さ
ん
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

の
中
か
ら
数
曲
が
歌
わ
れ
、
合
間
に
坂

北
小
で
の
思
い
出
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、
児
童
も
ス
テ
ー
ジ
に
登
り
一

緒
に
歌
い
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
の
四

季
」
と
い
う
組
曲
で
、「
春
の
小
川
」「
鯉

の
ぼ
り
」「
も
み
じ
」「
雪
」
等
全
八
曲

の
童
謡
や
唱
歌
が
歌
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
は
会
場
全
体
で
「
故
郷
」
を
大
合
唱

し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

閉
校
す
る
こ
と
で
学
校
は
な
く
な
り

ま
す
が
、
思
い
出
や
伝
統
・
文
化
ま
で

な
く
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
つ

の
学
校
が
一
緒
に
な
り
来
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
筑
北
小
学
校
に
伝
統
・
文

化
は
引
き
継
が
れ
ま
す
。
ま
た
、
児
童

の
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
活

力
あ
る
学
校
に
な
り
、
新
た
な
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。

閉
校
記
念
式
典

第二部　くす玉クライマックス

第一部　五年生　学校に感謝第二部　稲葉さんと共に
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公民館報

平成27年1月16日発行

〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5711-1
電話　0263-67-1161
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

第55号



25 24

　

平
成
26
年
７
月
に
学
校
統
合
説
明

会
を
４
回
開
催
し
、
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
多
く
の
意
見
・
要
望
を
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
説
明
会
で
み

な
さ
ん
か
ら
出
し
て
い
た
だ
い
た
意

見
・
要
望
を
基
に
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
村
の
方
向
性
と
し
て
、

保
護
者
等
参
加
に
よ
る
教
育
を
考
え

る
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在

の
状
況
及
び
少
子
化
に
よ
る
児
童
数

の
推
移
な
ど
、
将
来
に
お
い
て
、
筑

北
村
の
教
育
を
考
え
る
検
討
委
員
会

設
置
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

筑
北
村
の
教
育
の
問
題
は
村
の
発

展
に
つ
な
が
る
重
要
な
課
題
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
と
村
の
教
育
を
一
緒

に
考
え
、
ど
の
方
向
に
進
む
の
が
よ

い
か
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
支
援
課

６
７–

１
１
６
１

　

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
誘
致

に
係
わ
る
説
明
会
を
、
本
城
地
域
３

会
場
・
坂
北
地
域
１
会
場
・
坂
井

地
域
１
会
場
で
行
い
、
全
会
場
で

１
５
０
名
余
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
は
、
校
庭
を
住
民
が
使
用
す
る

こ
と
の
確
認
や
、
生
徒
の
学
費
・
寮
・

通
学
・
ア
ル
バ
イ
ト
関
係
の
質
問
、

開
校
後
生
徒
募
集
の
内
容
と
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
ス
に
伴
う
施
設
整
備
等
々
、

多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

学
校
の
教
育
内
容
の
説
明
を
聞
き
安

心
さ
れ
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

来
年
度
開
校
予
定
の
筑
北
キ
ャ
ン

パ
ス
は
サ
ッ
カ
ー
・
野
球
・
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
を
軸
に

募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

今
年
は
未
年
。
羊
は

優
し
い
性
格
で
仲
良
く

群
れ
て
生
活
す
る
こ
と

か
ら
、
温
厚
な
人
柄
、

円
満
な
家
庭
、
子
孫
繁

栄
の
象
徴
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
が
、
誰
人
に
と
っ
て
も
羊
の

イ
メ
ー
ジ
通
り
の
温
か
く
て
幸
せ
な
一
年

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

昨
年
末
の
今
年
最
も
心
に
残
っ
た
人
物

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

・
世
界
ラ
ン
ク
五
位
テ
ニ
ス
の
錦
織
圭
選
手

・
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生
結
弦
選
手

・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

優
勝
、
松
本
第
一
高
校
二
山
治
雄
さ
ん

・
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
レ
ジ
ェ
ン
ド
葛
西
紀
明
選
手

・
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
開
発
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
赤
崎
勇
、天
野
浩
、中
村
修
二
氏

・
全
て
の
子
ど
も
に
教
育
を
と
訴
え
た
勇

気
あ
る
活
動
家
十
七
歳
の
マ
ラ
ラ
さ
ん

等
、
多
く
の
名
前
が
あ
が
り
ま
し
た
。

子
ど
も
に
と
っ
て
最
大
の
教
育
環
境
は

親
自
身
で
あ
る
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
に
人
柄
も
素
晴
ら
し
く

多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
る
人
物
の
お
母

さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
子
育
て
を
し
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。
興
味
深
い
で
す
ね
。

さ
て
、
日
本
で
は
昔
か
ら
人
と
し
て
大

切
な
こ
と
は
、
小
さ
い
時
か
ら
し
っ
か
り

教
え
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
・
・
・

★
什
の
掟
（
抜
粋
）

・
虚
言
を
い
う
こ
と
は
な
り
ま
せ
ぬ

・
卑
怯
な
振
舞
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

・
弱
い
者
を
い
じ
め
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

六
歳
～
九
歳
の
会
津
藩
士
の
男
の
子
た

ち
が
教
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
最
後
は

「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
」
で

し
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
日
々
の
教
え
（
原
文
は
全
て
ひ
ら
が
な
）

・
人
を
殺
す
べ
か
ら
ず

・
獣
を
む
ご
く
取
り
扱
い
、
虫
け
ら
を

無
益
に
殺
す
べ
か
ら
ず

・
盗
み
を
す
べ
か
ら
ず

・
偽
る
べ
か
ら
ず

・
嘘
を
つ
い
て
人
の
じ
ゃ
ま
を
す
べ
か
ら
ず

福
沢
諭
吉
が
、
ま
だ
小
さ
い
自
分
の
子

ど
も
た
ち
に
示
し
た
教
訓
で
す
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
大
切
な
こ
と
は

し
っ
か
り
教
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
、
こ
の
頃
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

心
の
伝
言
板
○34

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
誘
致
に

係
わ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
校
統
合
説
明
会
開
催
結
果
に

お
け
る
村
の
方
向
性
に
つ
い
て
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筑
北
村
公
民
館
で
は
10
月
31
日
か

ら
11
月
３
日
ま
で
の
４
日
間
、
坂
北

体
育
館
を
主
会
場
に
筑
北
村
文
化
祭

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

○
作
品
展
示

村
内
の
個
人
や
文
化
系
ク
ラ
ブ
、

学
校
、
保
育
園
の
皆
さ
ん
の
作
品
約

１
３
０
０
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
来
場
者
数
は
約
千
人
と

大
勢
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

○
お
茶
席

○
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

11
月
１
日
（
土
）
坂
北
小
学
校
体

育
館
を
会
場
に
開
祭
式
と
ス
テ
ー
ジ

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
本
館
文
化
部
員
さ
ん
が
司

会
を
務
め
、
16
団
体
の
皆
さ
ん
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

多
く
の
来
場
者
が
演
奏
や
歌
声
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

○
文
化
祭
合
同
開
催

　

東
畑
遺
跡
発
掘
10
周
年
を
記
念
し

て
、
現
地
見
学
会
と
発
掘
さ
れ
た
土

器
を
見
な
が
ら
の
講
演
会
、
小
学
生

を
対
象
に
し
た
ま
が
玉
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

○
図
書
館
古
本
市

　

体
育
館
入
口
ホ
ー
ル
で
４
日
間
開

催
し
、
多
く
の
希
望
者
に
約
３
０
０

冊
の
本
を
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

「
平
成
26
年
度
筑
北
村
文
化
祭
」

すてきなまが玉ができたよ

生涯学習支援ボランティア
のみなさんの制作パネル

シ
ニ
ア

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
タ
ー
ズ

四
阿
屋
太
鼓

ブリザーブド・フラワーサークル

かむりき句会

　今年は「筑北村茶遊会」の皆さんに
美味しいお茶を点てていただきました。
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中 

信 

大 

会 

《
優
勝
》

塩
筑
、
松
本
、
南
安
曇
、
大
北
、

木
曽
５
地
区
か
ら
地
区
大
会
で
上
位

の
成
績
を
収
め
た
全
24
校
が
集
ま
り
、

11
月
8
日
・
9
日
、
中
信
大
会
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
内
は

熱
気
に
包
ま

れ
気
を
抜
く

と
一
気
に
呑

み
込
ま
れ
て

し
ま
う
様
な

雰
囲
気
で
し

た
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
聖
南

ら
し
い
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
試
合
と

積
極
的
な
プ
レ
ー
で
ゴ
ー
ル
を
奪
い
、

見
事
、
４
戦
全
勝
し
中
信
大
会
初
と

な
る
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
優
勝
は
昭
和
45
年
に
部
活
動

と
し
て
創
部
以
来
、
初
の
快
挙
で
あ

り
、
子
ど
も
達
の
頑
張
り
で
歴
史
に

名
を
刻
み
ま
し
た
。

12
月
か
ら
始
ま
る
県
大
会
で
は
中

信
地
区
1
位
と
い
う
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
背
負
い
ま
す
が
、
聖
南
の

目
標
で
も
あ
る「
自
信
を
持
っ
て
戦
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

平
成
26
年
度
中
学
校
新
人
体
育
大

会
が
10
月
初
旬
よ
り
各
会
場
で
開
催

さ
れ
、
聖
南
中
学
校
で
は
野
球
部
、

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

野
球
部

 

塩 

筑 

大 

会 

《
優
勝
》

10
月
4
・
11
日
、
塩
尻
市
営
球
場

に
お
い
て
塩
筑
大
会
軟
式
野
球
競
技

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
戦
を
快
勝
し
、
勢
い
に
乗
っ

た
聖
南
は
2
試
合
目
も
大
差
で
勝
利

し
、
決
勝
へ
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
。

決
勝
戦
の
相

手
は
塩
尻
中
学

校
、
初
回
に
1
点

を
先
制
さ
れ
ま

し
た
が
、
直
ぐ
に

逆
転
す
る
と
相

手
に
反
撃
を
許

さ
ず
試
合
終
了
。

結
果
、
優
勝
を
手
に
し
、
中
信
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
部

 

塩 

筑 

大 

会 

《
第
３
位
》

11
月
1
・
2
日
、
塩
筑
大
会
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

予
選
リ
ー

グ
は
丘
中
、

両
小
野
中
、

塩
尻
西
部

中
と
対
戦
し
、

接
戦
を
制
し

３
戦
３
勝
で

決
勝
リ
ー
グ
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

決
勝
リ
ー
グ
で
は
塩
尻
中
、
塩
尻

西
部
中
と
対
戦
し
惜
敗
。
そ
の
結
果

塩
筑
3
位
と
な
り
、
中
信
大
会
へ
の

出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

中 

信 

大 

会 

初
戦
の
三
郷
中
学
に
快
勝
し
た
も

の
の
、
2
回
戦
の
筑
摩
野
中
学
に
惜

敗
し
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
2
回
戦

敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
大
会
を
通
し
、

自
分
達
の
課
題
も
し
っ
か
り
見
つ
め

直
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
成

果
で
あ
り
、
今
後
の
成
長
に
繋
が
る

一
歩
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

 

中 

信 

大 

会 　

初
戦
の
相
手
は
波
田
中
学
、
序
盤

か
ら
波
田
中
学
に
得
点
を
許
し
、
聖

南
中
学
が
追
い
上
げ
る
展
開
で
試
合

が
進
み
ま
し
た
。
惜
し
く
も
追
い
つ

く
こ
と
が
で
き
ず
初
戦
敗
退
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
目
標
と
課
題

を
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
、
よ
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

 

塩 

筑 

大 

会 

《
優
勝
》

10
月
18
・
19
日
、
塩
筑
大
会
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

試
合
が
始
ま

る
前
に
生
徒
に

意
気
込
み
を
聞

く
と
「
ま
っ
た

く
負
け
る
気
が

し
ま
せ
ん
。」

と
力
強
い
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
く
れ

た
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
、
終
始
、
聖

南
中
学
が
リ
ー
ド
す
る
展
開
で
試
合

が
進
み
ま
し
た
。

結
果
、
4
戦
全
勝
で
優
勝
を
手
に

入
れ
、
11
月
に
開
催
さ
れ
る
中
信
大

会
へ
の
出
場
権
を
掴
み
ま
し
た
。

大
活
躍
!!

聖
南
中
学
運
動
部

剣道部男子団体　中信大会準優勝
県大会出場決める！！

女子バレーボール部 塩筑大会突破 中信大会出場！

野球部 中信大会出場ならず　されど多くの希望見えたり！

10 月 11 日の塩筑新人剣道大会で、団体戦で準優勝。10 月 25 日に行われた
中信地区新人剣道大会で、見
事準優勝。県大会の出場を勝
ち取りました。

生徒からのコメント
・県大会へ出場出来たのは部
員全員の努力の成果です。
予選リーグの 2 試合では日頃
練習してきた技を決め勝利で
きて嬉しかったです。指導して下さった先生方、サポートしてくれた保護者の方々などの多くの人に感謝した
いです。これからも最高の仲間達と共に更に上を目指して頑張って行きたいです。（2 年 後藤大徹）
・先生から「守りはもういい。攻めろ。」と言われました。それまでの僕の剣道は相手の間合いの中で守る剣道
でした。この夏、先輩からのアドバイスをきっかけに僕の剣道は少しずつ変わってきました。自分の間合い、
踏み込み、小さく鋭く打つこと。そして新人戦での勝利。辛い時や楽しい時もずっと一緒にやってきた仲間達
と目標に向かって最後の年を悔いのない部活にしたい（2 年 伊藤野乃）
・初めての大会で、県大会まで行けたのでとても嬉しかったのですが、私が勝てなかったので予選会リーグ敗
退となりとても悔しいです。一生懸命練習して、来年の夏大会では先輩達が最後の大会になるので皆で頑張り
県大会を勝ち抜き北信大会に出場したいです。（1 年 山田雅也）

生徒からのコメント
・初戦を突破し、菅野中と対戦出来て良かったです。これからも練習を
頑張りたいです。（2 年 高野蓮華）

11 月 1 日・2 日に行われた塩筑新
人大会で、4 位に入賞。中信大会出
場を勝ち取りました。

生徒からのコメント
・新人戦では勝つことは出来ませんでしたがいい経験になりまし
た。これから冬になってやることは限られてきますが来年に向け
てしっかりと練習をしていきます。（1 年 玉井亮太）

10 月 4 日の塩筑新人野球大会で、
聖南中・両小野中と対戦しました。
結果は敗退でしたが、これからの
活躍が楽しみです。

筑北中学校　新人戦
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朝
の

あ
い
さ
つ
運
動

坂井小学校

なかよし月間 坂井っ子まつり・朝のあいさつ運動
坂井っ子まつりは、なかよし月間に合わせて各委員会がアトラクションを考え、1 年生から 6 年生の縦

割り班で行います。アトラクションは、知恵と協力が必要です。朝のあいさつ運動では、筑北中学校の生
活委員会の生徒たちも訪れ一緒に朝のあいさつ運動を行いました。

代表なかよし委員会

図書委員会

放送委員会

健康環境委員会

 外国語であいさつ神経衰弱・なかよし迷路

おぼえあてようクイズ・お話迷路

 歌詞あてクイズ・放送使用あてクイズ

花あて名人・クリーニング魔法

日本でもすっかり定着してきたハロウィン。10 月 31 日
ひまわり保育園、坂井保育園の子供たちもそれぞれに仮装をして、筑北村を
歩きました。立ち寄ったところでお菓子をもらえて、みんなニコニコでした。

おかしをくれないと、
いたずらするぞ～

ありがとう Trick or treat!Trick or treat!

　

筑
北
村
特
産
の
西
条
白
菜
を
使
っ

て
の
本
格
キ
ム
チ
作
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
松
本
市
の
韓
国
料
理
店
料

理
長
で
キ
ム
チ
ソ
ム
リ
エ
の
張
琴
順

さ
ん
に
よ
る
初
め
て
の
講
習
会
で
す
。

　

初
日
は
白
菜
の
塩
漬
け
の
講
習
で
、

塩
漬
け
の
ポ
イ
ン
ト
と
漬
け
込
み
時

間
、
水
洗
い
の
仕
方
な
ど
教
え
て
い

た
だ
き
、
二
日
目
に
そ
れ
ぞ
れ
の
塩

漬
け
し
た
白
菜
を
持
ち
寄
り
、
調
味

料
を
混
ぜ
て
塗
り
混
ん
で
い
き
ま
す
。

会
場
は
キ
ム

チ
独
特
の
匂

い
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

「
塩
漬
け
の
塩

加
減
が
難
し

か
っ
た
。
も
う

一
度
自
分
た
ち
で
つ
け
て
み
た
い
。」

「
漬
け
込
み
に
は
い
ろ
ん
な
野
菜
を
入

れ
る
こ
と
で
、

味
に
深
み
が

出
る
の
だ
と

わ
か
っ
た
。」

な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し

た
。

第
９
回
筑
北
村
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
10
月
18
日
（
土
）
南
長
野
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
46
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
優
勝
は
佐
々
木
憲
一
さ

ん
、
準
優
勝
は
西
澤
君
夫
さ
ん
、
３

位
は
、
飯
森
實
さ
ん
で
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

筑
北
村
坂
北
出
身
で
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
宮
入
千
洋
さ
ん
に
お
聞
き
し

ま
し
た
。

①
　
趣
味
ま
た
は
得
意
な
こ
と
は
？

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

②
　
好
き
な
人
ま
た
は
尊
敬
す
る
人

は
？

　

家
族

③
　
今
年
の
目
標
ま
た
は
や
り
た
い

こ
と
は
？

　

視
聴
者
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る

よ
う
な
番
組
を
お
届
け
し
ま
す
。

④
　
故
郷
へ
の
思
い
、
思
い
出
は
？

　

こ
れ
か
ら
も
故
郷
・
筑
北
村
の
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

筑
北
村
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

キ
ム
ジ
ャ
ン
講
習
会

筑
北
村
村
民

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

新
春
未
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

塗り込み方法を学びしっかり塗り込みます！

松本山雅インタビュー中の
宮入さん

　

と
て
も
気
さ
く
に
答
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

今
年
も
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

コ
ラ
ム

私
の
好
物
は
干
し
柿
と
焼
き
芋
で

あ
る
。
特
に
干
し
柿
は
大
好
き
で
、

干
し
て
い
る
途
中
で
つ
ま
み
食
い
が

一
番
う
ま
い
。
我
が
家
の
柿
は
渋

柿
で
は
な
い
の
で
、
あ
ま
り
お
い
し

く
な
い
が
、
今
年
は
柿
が
沢
山
な
り

50
個
ほ
ど
軒
下
に
つ
る
し
て
お
い
た
。

孫
と
二
人
で
冷
凍
庫
（
や
わ
ら
か
い

内
に
冷
凍
庫
に
い
れ
る
と
、
白
く
な

り
お
い
し
い
）に
し
ま
う
前
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
友
人
た
ち

に
所
望
し
て
頂
き
楽
し
ん
で
い
る
。

焼
き
芋
は
芋
の
種
類
に
こ
だ
わ
り
、

〈
安
納
芋
〉
と
〈
紅
は
る
か
〉
を
植
え

た
が
安
納
芋
は
、
あ
ま
り
収
穫
で
き

な
か
っ
た
。
栽
培
は
難
し
い
。

【
や
か
ん
で
作
る
焼
き
芋
の
作
り
方
】

（
以
前
Ｔ
Ｖ
で
紹
介
さ
れ
た
）

古
く
な
っ
た
ピ
ー
ピ
ー
ケ
ッ
ト
ル

に
小
さ
な
石
こ
ろ
を
敷
き
つ
め
て
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
い
れ
40
分
ほ
ど
弱
火

で
焼
く
。
注
意
す
る
こ
と
は
、
途
中

で
火
が
消
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
出
来
上
が
る
時
間
を
覚
え

て
お
く
こ
と
。
最
近
の
ガ
ス
は
性
能

が
良
す
ぎ
て
消
え
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

焼
き
上
が
っ
た
ら
、
や
か
ん
の
ふ
た

を
あ
け
水
分
を
飛
ば
す
。

「
共
に
食
べ
過
ぎ
に
注
意
」

や
ん
ば
ば

優勝した佐々木さん（左）
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① 趣味・特技は？

② 好きな人 or 尊敬する人？

③ 今年の目標 or やりたいこと？

宮川　怜（本城地域）
①ゲーム、バスケ、サッカー
② サ ッ カ ー ク ラ ブ の 丸 山

コーチ・先輩達
③モンスターハンター 4G

を全クリアすること

塚田　湧太（坂井地域）
①ゲーム　体育
②すごい仕事をする人
③テストで 100 点をいっぱ

いとる。
　体育で、サッカーをもっ

とうまくなりたい。

中村　和夫（坂北地域）
①竹細工（四つ目、六つ目、

亀甲、網代編み等）
②特になし
③気のゆくままにザルやカ

ゴを作ってみたい

鎌田　直之（坂北地域）
①バイク
②両親
③アクアリウム

洞　勇我（本城地域）
①ドラム、ギター
②ギターの先生
③サッカー（ゴールキパー）

を頑張りたいです。

花村　日菜子（坂井地域）
①てつぼうかとび箱
②市川　涼音ちゃん（友達）
③もうすぐで六年生になる

ので、いろんなことに挑
戦してみたいです。

松本　携子（坂北地域）
①羊毛フェルトを使った手芸・

西条白菜を使ったキムチ漬け
②フェルトの先生の金子法子先生
③大切な節目を迎える準備の年

です。地域の方々とのつながり
を大切にした「坂北みらい宿」
の活動もがんばりたいです

洞　歌蘭（本城地域）
①手芸
②家族
③ピアノ等の習い事がもっ

と上手になれるように頑
張りたいです。

塩原　義郎（坂井地域）
①プールで泳いだり歩いた

り。書道。
②子どもから慕われる人。

良寛。
③いつも、ずっと、楽しく

温かい坂井小学校である
こと。

根石　豊子（坂北地域）
①茶道、花架拳、コカリナ等

広く浅く楽しんでいます
②尊敬する人は大勢いますが、

明るく前向きな人が好きです
③健康でおいしいお米や野菜を作ること
　災害が起きない事を願っ

ています

山越　節子（本城地域）
① 嵐をおいかけること。
② ２人の母（お世話になっ

てます）
③ 今年こそ、子供と一緒に

嵐のコンサートに行きま
す！！

吉池　梨絵（坂井地域）
①お菓子作り
②家族の為に働いてくれて

いる両親
③人の為に働き、たくさん

の人と触れ合っていきた
いです。

中澤 進（本城地域）
①つり
②尊敬する人・・父親
③健康

竹川　理奈（坂井地域）
①バレーボール
②実母・義母
③子供とたくさん遊んでそ

んな中でも自分の時間を
作って、充実した毎日を
過ごしたいです。

嶋田　千比呂（坂北地域）
①音楽を聞くこと
②職場の上司
③友達と旅行に行ったりし

て、充実した１年にする

小河原　章仁（坂北地域）
①ギター演奏
②特になし
③健康

久保田　夏子（本城地域）
①職業柄・・ギフトラッピ

ング
②両親
③明るく前向きに 1 年を過

ごしたいと思います。

吉池　富雄（坂井地域）
①庭木の手入れ
②心のあたたかい人
③体力作り

宮澤　諒平（坂北地域）
①水泳
②塩沢先生・手塚先生（恩師）
③来年度は６年生なので、

中学生への準備に頑張り
たい。

中村　嘉孝（本城地域）
①音楽鑑賞（クラシック）
②黒田官兵衛
③農作物が上手にできます
ように。

宮坂　昭彦（坂井地域）
①スキー・DVD 鑑賞
②高校時代の先生
③ゆっくり旅行にでも行き

たい

羽生　大起（坂北地域）
①金管バンド
②兄・両親
③英検・漢検を頑張りたい。

花岡　年恵（本城地域）
①編み物・押し花
②川中美幸・石川さゆり
③ボケないように、趣味を

続けて健康に生きる。

若林　禎博（坂井地域）
①ガンプラ作り
②特にいません
③家族のためにガンバル

未 年 特 集
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り
　11 月の読書月間中は多くの皆さんにご来館いただきありがとうございました。
期間中に開催した『おはなし会』の様子を紹介します。

11月16日（日）筑北村図書館にて『もりの子お話の会』による絵本・大型絵本の読み聞かせがありました。

11月30日（日）本城公民館にて『おはなしポケット』による絵本・紙芝居の読み聞かせがありました。

かわいくできたおめんをかぶっ
てみんなで写真を撮りました♪

きれいにできたツリーを持って
みんなで写真を撮りました♪

　『もりの子お話の会』・『おはなしポケット』のご協力によりとても楽しいおはなし会になりました。参加
してくださったみなさんありがとうございました。

図書館利用者のみなさんに読書月間
中に読んだ本の中からおすすめの本
を選んでいただきました。

・「子どもへのまなざし」
・「ハリー・ポッター」
・「流転の歌人」
・「アイネクライネナハトムジーク」
・「わすれんぼうのねこ　モグ」
・「こんがらがっち」
・「十二支のおはなし」　　　　

皆さんもぜひ読んでみてください。

～おすすめ本～
平成 26年 12月より新しい雑誌を入れる事になりました。
みなさんぜひご利用ください。

「きょうの健康」は平成２６年１１月号まで、「きょうの料理ビギナーズ」は
平成２６年１２月号までの取扱いになります。ご了承ください。

鉄おも
みんな大好き鉄道の情報が
盛りだくさん！

趣味の園芸
NHKで放送されている、ために
なる園芸雑誌！

～雑誌紹介～

　

来
年
3
月
に
廃
校
す
る
本
城
小
学

校
校
舎
を
後
利
用
と
し
て
、
来
年
9

月
に
開
校
す
る
『
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

高
校
』
が
長
野
県
高
校
生
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
に
優
勝
し
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
に
本
城
体
育
館
に
て
、

『
第
2
回
長
野
県
Ｕ
18
フ
ッ
ト
サ
ル

リ
ー
グ
』後
期
最
終
節
が
行
わ
れ
て
、

ア
ン
テ
ロ
ー
プ
塩
尻
Ｕ
18
チ
ー
ム
に

勝
っ
て
、
後
期
と
年
間
通
し
て
、
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

昨
年
に
引
き
続
き
2
連
覇
で
し
た
。

来
年
度
は
筑
北
村
に
拠
点
を
移
し

て
、
若
き
高
校
生
た
ち
に
頑
張
っ
て

欲
し
い
で
す
。

で
は
全
県
下
か
ら
集
ま
っ
た
80
チ
ー

ム
の
な
か
で
見
事
ベ
ス
ト
16
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。
夏
場
は
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ー
ム
が
力
を
付
け
、
思
い
通
り

に
い
か
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

終
盤
に
か
け
て
選
手
が
奮
起
し
２
大

会
で
準
優
勝
を
飾
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
優
勝
す
る
以
外
は
全
て
に
負

け
が
あ
る
事
が
勝
負
で
す
。

た
く
さ
ん
悔
し
い
経
験
を
し
た
６

年
生
、
こ
の
経
験
を
胸
に
刻
み
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
で
も
活
躍
す
る
事
を
願

い
ま
す
。
そ
し
て
、
小
さ
い
な
が
ら

一
生
懸
命
戦
っ
た
下
級
生
、
厳
し
い

冬
を
乗
り
越
え
て
今
年
も
勝
利
目
指

し
て
頑
張
っ
て
ね
。

学
童
活
動
の
筑
北
ジ
ュ
ニ
ア
野
球

ク
ラ
ブ
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
麻

績
小
よ
り
６
年
生
１
名
、
４
月
以
降

４
名
の
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
、
総
勢

16
名
で
練
習
、
各
大
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
新
調

し
て
頂
き
、
心
機
一
転
勝
利
を
目
指

し
て
戦
い
ま
し
た
。

６
年
生
３
名
と
い
う
中
、
シ
ー
ズ

ン
当
初
か
ら
苦
戦
を
予
想
し
て
い
ま

し
た
が
、
春
先
よ
り
松
本
市
等
の
強

豪
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
全
て
２
回
戦

以
上
の
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
信
州
の
甲
子
園
大
会
と
呼
ば

れ
る「
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
長
野
県
大
会
」

高
校
フ
ッ
ト
サ
ル
開
催

子
ど
も
達
も
負
け
て
な
い
よ

快
進
撃 

筑
北
ジ
ュ
ニ
ア

筑北米コシヒカリを持って記念撮影

館
報
編
集
後
記

館
報
55
号
を
お
届
け
し
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
色
々
と
、
皆
様
の
と
こ
ろ

に
お
邪
魔
し
て
、
取
材
に
御
協
力
を

頂
き
、
こ
の
広
報
誌
『
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
ち
く
ほ
く
』
の
発
行
が
出
来
ま

し
た
こ
と
、
色
々
と
ご
反
響
を
頂
い

た
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
未
年
で
す
。
未
年

の
ひ
と
は
、
世
話
好
き
で
お
と
な
し

い
外
見
か
ら
は
想
像
が
で
き
な
い
ほ

ど
の
情
熱
と
、
芯
の
強
さ
を
持
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
情
熱
が
、
今
年
は
飛
躍
し
て

い
く
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
感
じ

ま
す
。
筑
北
村
に
新
し
い
流
れ
や
地

域
感
溢
れ
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
、
館
報
の
取

材
に
ご
協
力
を
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

お
祭
り
大
好
き
男

「ミズノカップ」入場行進

親子野球をして 楽しみました。



35 34

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園

坂
井
保
育
園

え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト

焼

き

芋

会

　

ぽ
か
ぽ
か
の
良
い
お
天
気
に
恵
ま

れ
た
日
、焼
き
芋
会
を
行
い
ま
し
た
。

た
き
火
を
し
て
焼
い
た
お
芋
は
、
ほ

か
ほ
か
し
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
焼
き
芋
を
片
手
に
み
ん
な
に

こ
に
こ
で
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園
で

ク
リ
ス
マ
スお楽

し
み
会

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
育

園
、
児
童
館
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

ま
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
の
様

子
を
一挙
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「センターでも焼きいも会が
できるようになりました。」

〝保育園であそぼう！〟
保育園で採れたおいもを食べました。

坂
井
児
童
館

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

エボニーアンサンブルの皆さん

ようかい体操第一！

二人羽織 
ケーキおいしい？

クラッカーの音にびっくり

メリークリスマス

ケーキを
デコレーション

自分でクリスマスケーキを作り食べましたクリスマスプレゼント
くじ引きでゲット！

ガラスに描けるクレヨンで
ツリーとトナカイを

描きました

みんなで楽器あそび




